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過
去
半
世
紀
近
く
、
韓
国
人
に
と
っ
て
ア
パ
ー
ト
は
欲
望
の
対
象
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
ま
ず
何
よ
り
も
、
ア
パ
ー
ト
は
各
時
代
の
最
先
端
の
住
居
生
活
を
享
受
で
き
る
場
所
と
し
て
存
在
し
て
き
た
。
例
え
ば
ソ
ウ
ル
南
東
部
の
蚕チャムシル
室
に
あ
る
Ｐ
ア
パ
ー
ト
は
、
二
〇
〇
八
年
に
完
成
し
た
全
六
六
棟
、
六
八
〇
〇
戸
あ
ま
り
の
ソ
ウ
ル
最
大
級
の
ア
パ
ー
ト
団
地
で
あ
る
。
最
も
戸
数
が
多
い
タ
イ
プ
の
部
屋
は
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
最
も
広
い
タ
イ
プ
は
一
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
、
現
在
の
ソ
ウ
ル
で
は
高
級
ア
パ
ー
ト
の
部
類
に
は
入
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
敷
地
内
に
は
緑
あ
ふ
れ
る
庭
園
や
子
供
の
遊
び
場
は
も
ち
ろ
ん
、
老
人
専
用
の
集
会
場
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
、
医
院
な
ど
が
入
居
す
る
商
業
施
設
も
二
棟
あ
っ
て
、
生
活
が
す
べ
て
こ
こ
で
完
結
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
　
ア
パ
ー
ト
は
単
な
る
住
居
に
と
ど
ま
ら
ず
、
富
の
象
徴
で
も
あ
る
。
韓
国
に
住
ん
で
い
る
と
、
ど
こ
の
場
所
の
、
ど
れ
く
ら
い
の
広
さ
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
の
か
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ア
パ
ー
ト
は
場
所
と
広
さ
で
価
格
が
秩
序
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
人
々
は
少
し
で
も
よ
い
場
所
の
広
い
ア
パ
ー
ト
に
住
も
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
が
そ
の
ま
ま
そ
の
人
の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
ア
パ
ー
ト
は
規
格
化
さ
れ
た
不
動
産
商
品
で
あ
る
ゆ
え
に
投
資
対
象
と
な
り
、
大
き
な
蓄
財
の
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
　
韓
国
に
お
い
て
本
格
的
な
ア
パ
ー
ト
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
は
庶
民
向
け
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
が
、
政
府
の
財
政
事
情
や
手
抜
き
工
事
に
よ
る
崩
落
事
故
の
発
生
な
ど
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
政
府
傘
下
の
大
韓
住
宅
公
社
は
主
に
中
ソウル北阿峴洞の隣接地域。建設中のアパートと再開発前の古い住宅地が混在している
アパート共和国
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ソウル蚕室の Pアパート団地
ソウル市内を流れる漢江に沿ってそびえる高層アパート
Pアパート団地の商業施設。1階のほとんどは Pアパート物件の売
買・賃貸を仲介する不動産業者が占めている
ソウル蚕室の Pアパート団地
Pアパート団地敷地内の庭園
Pアパート団地内には老人の集会場「敬老堂」がある。
夏には冷房をきかせて暑さをしのぐ避難所となる
再開発の推進を求める蚕室の韓国住宅
公社アパートの垂れ幕
所
得
層
以
上
を
対
象
に
ア
パ
ー
ト
団
地
を
開
発
、
分
譲
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
政
府
は
同
時
期
に
ソ
ウ
ル
市
南
部
の
い
わ
ゆ
る
江カ
ン
ナ
ム
南
地
区
の
区
画
整
理
事
業
を
行
い
、
土
地
を
大
企
業
に
分
譲
し
た
。
こ
こ
に
大
企
業
は
高
所
得
層
向
け
の
ア
パ
ー
ト
を
建
設
し
た
。
こ
こ
か
ら
一
戸
建
て
で
は
な
く
ア
パ
ー
ト
こ
そ
豊
か
で
近
代
的
な
生
活
を
も
た
ら
す
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
の
後
も
中
高
所
得
層
向
け
を
中
心
と
し
た
ア
パ
ー
ト
供
給
は
続
き
、
一
九
八
〇
年
代
末
の
盧ノ
・
テ
ウ
泰
愚
政
権
時
代
の
「
住
宅
二
〇
〇
万
戸
建
設
計
画
」
に
基
づ
く
新
都
市
開
発
に
よ
り
ア
パ
ー
ト
建
設
ブ
ー
ム
が
ソ
ウ
ル
郊
外
に
ま
で
広
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
一
九
九
七
年
の
通
貨
危
機
後
の
景
気
浮
揚
の
た
め
に
持
続
的
な
金
融
緩
和
策
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
ソ
ウ
ル
市
な
ど
行
政
が
積
極
的
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
二
次
ア
パ
ー
ト
建
設
ブ
ー
ム
が
生
じ
た
。
再
開
発
・
再
建
築
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
住
民
同
意
率
が
七
五
％
に
ま
で
引
き
下
が
ら
れ
た
こ
と
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
さ
ら
に
容
積
率
な
ど
の
規
制
も
緩
和
さ
れ
た
結
果
、
Ｐ
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な
高
層
ア
パ
ー
ト
団
地
が
雨
後
の
竹
の
子
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
ソ
ウ
ル
の
景
観
は
一
変
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
パ
ー
ト
価
格
は
上
昇
を
続
け
、
短
期
的
売
買
で
大
き
な
利
益
を
得
ら
れ
る
た
め
に
中
産
層
以
上
の
人
々
は
不
動
産
投
資
に
熱
中
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
再
開
発
ブ
ー
ム
の
影
で
、
借
家
人
は
契
約
を
打
ち
切
ら
れ
、
郊
外
の
相
対
的
に
家
賃
の
安
い
地
域
に
移
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
立
て
替
え
に
と
も
な
う
一
時
分
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
所
有
者
も
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
て
い
っ
た
。
　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
韓
国
の
ア
パ
ー
ト
建
設
ブ
ー
ム
も
終
わ
り
を
告
げ
た
。
ア
パ
ー
ト
売
買
市
場
は
停
滞
し
、
価
格
は
下
落
を
続
け
て
い
る
。
ア
パ
ー
ト
を
担
保
に
お
金
を
借
り
入
れ
た
消
費
者
が
、
ア
パ
ー
ト
価
格
の
下
落
に
よ
る
担
保
価
値
の
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更地のまま放置されている龍山駅前の再開発予定地 ソウルの大型アパート団地には地下の配水管を通じて韓国地域暖房公社からオンドル
（床暖房）用の温水が供給されている
ソウル郊外にあるアパートの巨大モデルハウス
モデルハウスの内部。
最近は政府の支援が厚い比較的小さ
いタイプのアパートが販売の主流に
なりつつある
低
下
に
よ
っ
て
一
部
返
済
を
迫
ら
れ
た
結
果
、
生
活
が
困
窮
す
る
「
ハ
ウ
ス
プ
ア
」
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
政
府
は
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
不
動
産
市
場
の
活
性
策
を
再
三
実
施
し
て
い
る
が
、
大
き
な
成
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
世
帯
人
数
の
減
少
に
よ
り
こ
れ
ま
で
主
な
投
資
対
象
で
あ
っ
た
広
い
タ
イ
プ
の
ア
パ
ー
ト
需
要
は
今
後
も
低
迷
す
る
可
能
性
が
高
い
。
　
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
、
韓
民
族
の
神
話
上
の
始
祖
と
さ
れ
る
檀
君
以
来
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
呼
ば
れ
た
「
龍ヨ
ン
サ
ン
山
国
際
業
務
地
区
」
事
業
が
計
画
さ
れ
た
。
ソ
ウ
ル
市
中
心
部
の
龍
山
駅
近
く
の
操
車
場
跡
地
を
中
心
に
東
京
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ
を
凌
ぐ
巨
大
複
合
施
設
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ソ
ウ
ル
市
は
こ
の
地
区
と
隣
接
す
る
西ソ
ブ
イ
チ
ョ
ン
ド
ン
部
二
村
洞
の
ア
パ
ー
ト
地
域
の
一
体
開
発
を
も
く
ろ
ん
で
、
ア
パ
ー
ト
地
域
を
含
め
て
都
市
開
発
地
域
に
指
定
し
再開発に反対する北阿峴洞住民の住宅前「我が家は絶対再開発させない！　自分の家、
土地を差し出しても数億の分担金とはなにごとだ！」
再開発がストップして廃墟と化している北阿峴
洞 1-1 地区
再開発計画が放棄された西部二村洞の老朽アパート
た
。
そ
の
結
果
、
ア
パ
ー
ト
の
住
民
は
収
用
の
た
め
に
第
三
者
へ
の
売
却
等
が
禁
止
さ
れ
た
。
し
か
し
不
動
産
市
況
の
悪
化
の
た
め
に
二
〇
一
三
年
に
な
っ
て
開
発
計
画
は
頓
挫
し
、
都
市
開
発
区
域
の
指
定
も
解
除
さ
れ
た
。
住
民
は
補
償
金
も
受
け
取
れ
ず
、
手
元
に
は
こ
の
間
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
さ
れ
ず
、
す
っ
か
り
老
朽
化
し
た
ア
パ
ー
ト
が
残
さ
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。
　
梨
花
女
子
大
の
近
く
に
あ
る
北プ
ク
ア
ヒ
ョ
ン
ド
ン
阿
峴
洞
は
、
ソ
ウ
ル
中
心
部
に
残
さ
れ
た
最
後
の
タ
ル
ト
ン
ネ
（
高
台
に
あ
る
貧
し
い
住
居
地
域
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
北
阿
峴
洞
で
も
や
は
り
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
開
発
業
者
は
ソ
ウ
ル
市
か
ら
事
業
認
可
を
得
て
、
す
で
に
区
域
に
よ
っ
て
は
ア
パ
ー
ト
建
設
が
あべ　まこと／アジア経済研究所　新領域研究センター
2011 年 6 月から 2013 年 6 月まで在ソウル海外調査員。
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
る
区
域
で
は
市
況
の
悪
化
に
よ
り
分
担
金
が
急
騰
し
た
こ
と
に
一
部
の
住
民
が
反
発
し
、
計
画
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
立
ち
退
き
を
済
ま
せ
た
な
か
で
、
住
宅
が
廃
墟
と
な
っ
た
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
他
に
も
市
況
の
低
迷
で
開
発
業
者
が
事
業
を
放
棄
す
る
例
が
相
次
い
で
お
り
、
ソ
ウ
ル
市
も
従
来
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
を
再
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
ア
パ
ー
ト
・
不
動
産
価
格
の
低
迷
は
、
現
在
の
個
人
消
費
の
沈
滞
、
ひ
い
て
は
経
済
全
体
の
低
迷
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
び
え
立
つ
高
層
ア
パ
ー
ト
と
と
も
に
空
高
く
舞
い
上
が
っ
た
韓
国
経
済
は
、
ア
パ
ー
ト
と
と
も
に
沈
ん
で
い
く
か
の
よ
う
で
あ
る
。
